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塵⑪筋胸筋（2）

6年　松本美和

5年　奈美都子
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「税を知る週間」にちなんで、遠賀中学校生徒のみなさんから標語を募集し
ました。その中から一部を紹介します。
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み
ん
な
で
す
こ
す
　
か
て
い
の
日

一
一
年
　
小
　
川
　
ゆ
か
子

か
て
い
の
日
、
ゆ
っ
く
り
あ
さ
ね
を

し
て
、
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
か
ら
、
朝

ご
ほ
ん
を
だ
べ
ま
す
。

い
つ
も
は
、
学
校
や
会
し
ゃ
に
行
く

時
間
が
、
み
ん
な
ち
が
う
の
で
、
わ
た

し
が
、
ご
ほ
ん
を
だ
べ
る
こ
ろ
は
、
お

と
う
さ
ん
は
、
ね
て
る
し
、
お
か
あ
さ

ん
は
、
ぺ
ん
と
う
を
作
っ
て
い
ま
す
。

し
ょ
く
じ
が
す
む
と
、
み
ん
な
で
、

外
に
出
て
、
に
わ
づ
く
り
を
し
ま
す
。

く
さ
と
り
を
し
た
り
、
は
だ
け
を
作
っ

て
、
お
花
や
、
や
さ
い
を
、
う
え
ま
す

わ
た
し
と
、
い
も
う
と
た
ち
も
お
水

を
く
ん
で
き
て
、
水
ま
き
を
し
た
り
、

お
と
う
さ
ん
た
ち
が
、
ぬ
い
た
く
さ
を

ゴ
ミ
す
て
ば
に
は
こ
ん
た
り
し
て
、
あ

せ
だ
く
だ
く
で
す
。

お
に
わ
が
き
れ
い
に
な
る
と
、
な
わ

と
び
大
会
を
し
ま
す
。
み
ん
な
が
ん
ば

っ
て
い
ろ
け
ど
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

い
つ
も
、
わ
た
し
で
す
。

あ
せ
を
い
っ
ぱ
い
か
い
た
あ
と
は
、

シ
ャ
ワ
ー
で
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
か
ら
、

夕
C
は
ん
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
に
わ
で
さ
い
だ

き
れ
い
な
花
を
、
か
ぎ
り
ま
す
。
み
ん

な
で
、
「
こ
ん
ば
ん
は
、
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
て
か
ら
た
べ
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
「
あ
せ
を
な
が
し

た
あ
と
の
ビ
ー
ル
は
と
て
も
お
い
し
い

な
あ
。
つ
き
の
か
て
い
の
日
も
、
み
ん

な
で
が
ん
ば
ろ
う
ね
。
」

と
、
に
こ
に
こ
し
な
か
ら
、
ピ
ー
ル
を

の
み
ま
す
。
「
き
ょ
う
の
、
サ
ラ
ダ
に

入
っ
て
い
る
ト
マ
ト
は
、
う
ち
の
に
わ

に
な
っ
た
の
よ
。
お
い
し
い
で
し
ょ

う
。
」
と
、
お
か
あ
さ
ん
も
、
に
こ
に

こ
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、
う
ち
で
と
れ
た
や
さ
い

は
、
お
み
せ
で
か
っ
だ
の
よ
り
、
お
い

し
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
は
、
な
か
な
か
い
っ
し
ょ
に

休
め
な
い
お
と
う
さ
ん
。
わ
た
し
は
、

こ
の
か
て
い
の
日
が
、
と
っ
て
も
ま
ち

ど
お
し
い
で
す
。

青
少
年
に
よ
い
環
境
を

悪
い
本
を
な
く
そ
う
町
か
ら
家
庭
か
ら

1
年
　
お
き
ま
ゆ
み



第302号（3）　鉱⑱西の餌

瞬日がある－

中111111教
央月　月　月　育
公282726　蚕
民　日　日　白　鼠

館　　　　　会
9　913

時　時　蒔
く∴（∴（
161717

時　時　時

写　陶　　　　生
英芸　　　花

豊かな街づ　く　り　は　あなた．の　税金から
2　年　　吉　田　千　誌

急
速
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
高
齢
化
社
会
に
欠
か
せ
な
い
の
か
老
後
の

年
金
で
す
。
日
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の

将
来
の
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
年
金
の
権
利
を
守

る
三
原
則
に
つ
い
て
、
再
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

現
在
、
わ
が
国
で
は
国
民
の
だ
れ
も
　
入
、
こ
れ
が
年
金
の
第
一
原
則
で
す
。

が
何
ら
か
の
年
金
を
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
国
民
皆
年
金
の
制

度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し

年
金
に
加
入
し
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
将
来
大
き
な
悔
い
を
残

す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

老
齢
に
な
っ
て
か
ら
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
ま
ず
加
入

す
る
こ
と
で
す
。
も
れ
な
く
加

保
険
料
は
完
納
で

保
険
料
は
納
め
て
こ
そ
初
め
て
年
金

を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
将
来
受
け
る
年
金
の
額
は
納
め

た
期
間
を
基
礎
に
計
算
さ
れ
ま
す
か
ら

一
年
で
も
多
く
納
め
た
ほ
う
が
将
来
受

疑
問
　
の
点
は
　
な
ん

年
金
の
し
く
み
は
や
さ
し
い
よ
う
で

実
は
い
ろ
い
ろ
と
特
別
な
と
り
き
め
が

け
取
る
年
金
が
多
く
な
り
ま
す
。
な
お

当
然
加
入
の
人
で
生
活
が
苦
し
く
て
納

め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
保
険
料
の
免

除
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料

完
納
、
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
免
除
の
手
続
き
を
…
こ
れ
が
年

金
の
第
二
原
則
で
す
。

で
　
も
相
談

あ
っ
て
複
雑
な
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
思
い
遇
い
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
た
め
に
、
一
生

の
年
金
が
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
大
変
で
す
。
年
金
の
こ
と
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
審
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
ま
ず
役
場
（
国
保
年
金
係
）

や
社
会
保
険
郎
務
所
の
窓
口
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
・
…
∴
疑
問
の
点
は
な
ん
で

も
相
談
、
こ
れ
が
年
金
の
第
三
燈
別
で

年
金
相
談
所
開
設

年
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

年
金
に
つ
い
て
の
こ
質
問
や
こ
相
談

に
お
答
え
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に

「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
こ
の
機
会
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
日
　
時
∴
昭
和
5
7
年
Ⅱ
月
1
9
日
（
金
）

1
0
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
話
鞘
堂

▽
相
談
員
　
八
幡
社
会
保
険
謡
詰
所
職

貝
、
役
場
年
金
係
職
貝

次
の
と
お
り
第
7
回
避
質
町
文
化
祭

を
朗
他
い
た
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

の
多
数
の
出
品
と
御
観
覧
を
お
待
ち
し

ます。な
お
、
出
品
希
望
者
は
日
月
2
0
日
（

土
）
ま
で
に
作
品
の
種
類
と
敬
丑
を
申

込
謡
（
教
育
委
民
会
に
韓
備
し
て
い
ま

す
）
に
記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
搬
入

搬
出
に
つ
き
ま
し
て
は
出
品
者
の
方
で

お
願
い
し
ま
す
。

n
月
2
5
日
の
1
7
腫
∵
－
2
2
時
ま
で
と
1
1

月
飾
日
9
時
～
1
2
時
ま
で
に
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
展
示
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
そ
の
時
表
示
い
た
し
ま
す
。

▽
主
　
催

▽
期
　
日

▽
会
　
場

▽
内
　
密

◎
展
示
会

公
民
館
関
係

o
和
裁
。
洋
裁

o
農
耕
民
俗
資
料

一
般
作
品
関
係

o
沓
道
　
o
俳
句

。
短
歌
　
。
絵
画

。
手
芸
　
。
そ
の
他

◎
芸
能
大
会
（
2
8
日
の
み
）

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
⊂
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

金
一
封
　
町
老
人
陶
芸
ク
ラ
ブ
様

香
　
典
　
返
　
し

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
山
内
宏
之
助
様

（
上
別
府
）
山
内
タ
ツ
様

故
藤
田
稜
子
様

（
東
和
苑
）
瞭
田
一
昭
様

故
近
松
修
一
様

（
木
　
守
）
近
松
一
生
嫌

故
柴
田
政
子
様

（
広
　
漠
）
柴
田
博
蒐
様

故
武
谷
イ
ト
ノ
様

（
広
　
波
）
武
谷
　
明
様



第302号　　　　　　　　　　　　　　　塵㊨筒曲解（4）

・詰∵寺諜笠寺＼“
と　　き　11月23日（勤労感謝の日）、午前9時30分から

と　こ　ろ　　岡垣町岡垣中学校（岡垣町役場横）

主　　催　　遠賀郡農業振興連絡協議会
－　主　　な　　行　　事　－

記　念　式　典（収穫感謝祭、各種表彰）

農畜産物共進会（繋池果物、花井、）

演　　芸　　会（舞踊、民謡、その他）

子供コーナー（緒論讃り大会）

誉聖賢碧さ（藁繋洗蒜若ン）

笑ヤ号チエ（詣謎、ぜんざい）
農産物即売（遠賀産新鮮野菜類）

鮮魚の即売（新鮮な魚を格安で）

生活用品即売（お茶、チリ紙等）

植木、琳即売（誤農協等から大）

震機黒鳥動莞（震韻各種白粥、）

み　ん　な　で　き　て　ね．〟

見なおそ　う　説の　し　く　みと　住みよい社会
3年　興　棺　美　穂

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
地
図

磁
石
を
使
っ
て
山
野
に
設
け
ら
れ
た
い

く
つ
か
の
地
点
を
発
見
通
過
し
、
で
き

る
だ
け
短
い
時
間
で
ゴ
ー
ル
す
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
ル
ー
ル
は
簡
単
で
、
地
図

の
見
方
と
磁
石
の
使
い
方
（
当
日
説
明

し
ま
す
）
が
わ
か
れ
ば
老
贅
男
女
だ
れ

で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
家
族
連
れ

の
場
合
、
親
と
子
が
同
じ
問
題
に
取
り

組
む
師
で
日
頃
の
対
話
不
足
の
解
消
に

も
な
る
と
薄
ば
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

▽
主
　
催
∴
教
育
委
員
会
・
遠
賀
町
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

▽
期
　
日
　
昭
和
5
7
年
日
月
2
8
日
（
日
）

▽
受
付
時
間
　
1
2
時
5
0
分
～
1
2
時
5
5
分

▽
集
合
場
所
　
島
門
小
学
校
体
育
館

▽
対
象
者
　
小
学
校
三
年
生
以
上
の
子

全

国

物

価

統

計実

総
畷
府
統
計
局
で
は
、
日
月
1
8
日
（

特
続
食
料
品
店
に
つ
い
て
は
、
1
7
日
、

1
8
日
、
1
9
日
）
　
に
昭
和
5
7
年
全
国
物
価

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
「
物
価
セ
ン
サ
ス
」

と
も
い
わ
れ
る
物
価
の
総
合
的
な
調
査

で
、
消
費
者
物
価
の
市
町
村
の
格
薬
や

旗
と
親
の
チ
ー
ム

▽
持
参
品
　
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
赤
・
熟
各

一
木
）
・
雨
具
・
水
筒
等

∇
参
加
料
　
無
料

▽
締
　
切
　
日
月
2
5
日
（
水
）
ま
で

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

調
査
が

施

さ

れ

ま

す

商
品
の
流
通
段
階
別
、
店
舗
の
形
態
別

の
価
格
な
ど
、
い
わ
ば
物
価
の
楼
断
面

の
実
態
を
把
握
す
る
部
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

調
査
員
が
お
宅
の
店
へ
お
伺
い
し
ま

し
た
ら
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

親

参
加
し
ま
せ
ん
か

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
に



（5）塵⑫筒の餓　　　　　　　　　　　　　　　第302号

申　虫　　虫居　中　木浅
隼　　雄

央津∴∴浩‡崎央守木

今年も絶好諷／広波小学校
一福岡県小学生走力記録会－

10月17日、飯塚市陸上競技場で聞知57

年度福岡県小学生走力記録会（対象5・
6年坐）が行われまし7こ。

今年も広漠小学校児童達が大鶴幽し、
好成績をあげました。

入　　　賞　　　者

5年生100m走　　　奥　佐由里（1位）

松本　主税（3位）　津田　知美（2位）

安藤　利一（4位）　5年男子400リレー　〈

土井由美子（2位）　中内、安藤、松本
曽木　康乃（4位）　村民（2位）
6年生100m走　　　5年女子400リレー

高野　浩二（2位）　安藤、牧、曽木、
牧　珠緒（1位）　土井（2位）
石松　端子（3位）　6年男子400リレー
5年生800m走　　　石松、高野、吉村

藤崎　将司（1位）　福山（3位）
的野　薬子（2位）　6年女子400リレー
6年生800m走　　　牧、石松、奥、

吉村建一郎（1位）　宮内（2位）

福山　賢治（2位）

藤懸1。　、圭

鵠竃
伝　さ　月
大　れ　26
会　だ　Li

に　遼　十

雑草志

松ノ本

若広　木

松波　守

今古蹄
2

菓和苑　0　　2　割出f

税金は　私のため　るなたのため　国のため
3年　轟　崎　サ　ツ　キ

第
9
回
少
年
相
撲
大
会

1
0
月
1
7
日
、
木
守
相
撲
場
で
教
育
委

員
会
主
催
、
相
撲
速
盟
主
管
の
第
9
回

少
年
相
撲
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
生
十
九
チ
ー
ム
、
中
学
生
玉
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
大
相
撲
顔
負
け
の
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
成
紋
は

次
の
と
お
り
で
す
。

二
年
　
神
代
　
宛

三
年
　
安
部
裕
約

四
年
　
安
部
健
一

五
年
　
松
井
　
滋

六
年
　
灘
崎
裕
司

o
中
学
生
の
都

一
年
　
安
永
誠
治

二
年
　
富
永
賢
介

三
年
　
安
永
浩
一
虫
生
津

一

般

男

子

家

庭

婦

人

バ

　

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

0
0
月
2
4
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
　
家
庭
婦
人

で
体
育
協
会
主
催
（
家
庭
婦
人
は
教
育

委
員
会
と
共
催
）
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
闇
値
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
男
子
は
今
古
賀
区
が
、
家
庭
婦

人
は
東
和
苑
区
が
そ
れ
ぞ
れ
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

・
甲
　
東

上
別
府

鬼
∴
津

☆
団
体
戦

。
小
学
生
の
蔀

優
　
勝
　
広
渡
A

準
優
勝
　
尾
崎
A

。
中
学
生
の
蔀

僅
∴
勝
　
虫
坐
津

準
優
勝
　
東
和
苑

☆
個
人
戦
（
各
学
年
優
勝
者
の
み
）

o
小
学
生
の
部

一
年
　
苗
場
よ
し
あ
き
　
広
　
渡

一

般

男

子

映．
い
・
　
0

各
区
に
お
願
い
　
試
合
球
を
間
逸
っ

て
筋
っ
て
い
る
区
は
、
早
急
に
教
育
委

員
会
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

校
チ
ー
ム
は
期
待
に
答
え
て
圧
倒
的
強

さ
で
見
郎
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

Ⅱ
月
6
日
行
わ
れ
る
地
区
大
会
に
向

け
て
、
ま
た
練
習
は
続
き
ま
す
。
「
が

ん
ば
れ
／
」
遠
賀
中
学
校
陸
上
部
。

○
　
●
　
○
　
●
　
○
　
●
　
〇

第
9
回
遠
賀
町
内

●

　

○

　

●

　

　

○

囲
　
碁
　
大
　
会

1
0
月
2
4
日
、
広
漠
公
民
館
で
三
十
九

名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
A
パ
ー
ト

優
　
勝
　
白
坂
窓
範
三
段
　
新
　
町

準
優
勝
　
入
江
芳
光
二
段
　
広
　
漠

▽
B
パ
ー
ト

優
　
勝
　
太
田
　
正
三
緻
　
木
　
守

準
優
勝
　
瓜
隼
英
男
初
段
　
浅
　
木

▽
C
パ
ー
ト

佼
∴
勝
　
出
雲
　
晃
四
級
　
虫
生
津

準
優
勝
　
梅
田
安
産
五
扱
　
上
別
府
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祝電は3－10日前に予約しましょう。

ビジネスや家事に忙しく、知人・友人

の結婚式、誕生日などに祝電を打つの

をつい忘れてしまうことがあります。

こんな時には、便利な配達日指定電報

をご利用ください。

3日前までにお打ちになると、150日

割訓こなります。

国　民　の　　豊　か　な　暮　ら　し　は　　税　金　で
2年　坂　田　弘　昭

第
1
8
回
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
期
　
日
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
1
2
日
（
日
）

▽
集
合
場
所
　
岡
垣
町
岡
垣
中
学
校

▽
コ
ー
ス
o
1
0
血
∴
岡
垣
申
～
内
浦
折

り
返
し
　
1
0
時
ス
タ
ー
ト

。
5
度
　
岡
垣
中
～
十
王
堂

折
り
返
し
　
1
0
時
5
分
ス

々
／
1
－
ト

▽
種
　
目

。
男
子
　
①
中
学
生
5
鳥
　
②
高
校
　
　
　
　
　
　
高
校
生
　
四
百
円

生
1
0
億
　
⑨
一
般
1
0
度
　
④
4
0
～
　
　
　
　
　
一
般
　
五
百
円

4
9
韻
1
0
展
　
⑤
5
0
～
5
0
哉
1
0
鳥
　
　
▽
申
込
締
切
　
日
月
2
9
日
ま
で

⑥
0
0
薗
以
上
5
鳥
　
　
　
　
　
　
　
▽
申
込
先
　
教
育
庁
遠
賀
出
張
所
内
達

。
女
子
　
①
2
9
歳
以
下
5
品
　
②
5
0
　
建
都
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
諺
務
局
　
八

～
3
9
域
5
鳥
　
③
4
0
歳
以
上
5
　
幡
西
区
別
松
3
の
1
　
八
幡
総
合
庁
舎

由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
（
6
9
1
）
2
6
3
1
㈹
へ
参
加
料

▽
参
加
料
　
中
学
生
　
無
料
　
　
　
　
　
を
添
え
て
ど
う
ぞ
。

第
日
回
遠
賀
町
民
走
ろ
う
大
会

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
1
9
日
（
日
）

1
3
時
ス
タ
ー
ト

▽
集
会
場
所
　
思
門
小
学
絞

▽
コ
ー
ス
0
2
息
－
思
円
小
～
折
り
返

し
o
4
・
5
品
　
島
田
小
～
鬼
津
～

尾
崎

▽
種
　
目
。
小
学
生
（
三
年
以
上
）
2
品

o
中
学
生
・
一
般
高
震

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
月
終
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

遠
賀
町
少
年

武
道
大
会
開
催

昭
和
5
7
年
度
遠
賀
町
少
年
武
道
大
会

を
次
の
三
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
多
数
の
参
加
、
観
艶
を
お
待
ち
し
て

い
灘
早

▽
主
　
催
　
青
少
年
育
成
町
民
会
議

町
体
育
揺
会

教
育
委
員
会

∇
主
　
管
　
遠
賀
町
少
年
武
道
大
会
実

行
委
員
会

▽
後
　
援
　
町
青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
後

援
会
　
町
空
手
教
室
父
兄

会
　
町
剣
道
連
盟
保
護
者

会

▽
期
　
日
　
昭
和
約
年
日
月
2
1
日
（
日
）

⑥
柔
道
競
技

▽
開
会
式
　
9
時
3
0
分
～

▽
場
　
所
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

◎
空
手
道
大
会

▽
開
会
式
　
1
0
時
－

▽
場
　
所
　
浅
木
小
学
絞
体
育
館

◎
剣
道
大
会

▽
開
会
式
　
1
3
時
～

▽
場
∴
所
。
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

飾
空
文
化
研
窒
⑫
r

秋
の
歴
嵩
歩
の
命

⑭
．
　
蓋
い

前
回
の
六
宿
巡
り
で
行
け
な
か
っ
た

場
所
を
歩
き
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
n
月
1
4
日
（
日
）

8
時
4
5
分
遠
賀
川
駅
集
合

9
時
1
分
上
り
乗
車

▽
行
　
先
　
黒
崎
栢
－
人
馬
継
所
l
曲

り
松
並
木
－
宰
相
－
銀
杏

屋
敷
－
石
坂
（
バ
ス
）
木

星
瀬
、
資
料
館
見
学
後
解

散

▽
そ
の
他
　
昼
食
及
び
諸
費
用
各
自
負

垣
の
こ
と
。

自
　
衛
　
官
　
募
　
集

▽
募
集
内
容
　
二
等
陸
・
海
・
空

▽
資
　
格
　
1
8
歳
～
お
殻
未
満
の
男
子

（
来
春
高
車
予
定
者
を
含
む
）

▽
受
　
付
　
常
時

▽
給
　
与
　
九
万
六
千
二
百
円

▽
諸
手
当
　
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
計
四
・

九
カ
月
分

▽
任
期
手
当

陸
の
抱
合
（
一
一
年
）
約
三
十
四
万
円

（
四
年
）
約
七
十
五
万
田

海
・
空
の
場
合（

三
年
）
約
五
十
四
万
円

（
五
年
）
約
七
十
八
万
円

▽
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
役

場
庶
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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醗鰹蒜誌も圃 
結晶　　　　　　　　11月＿26日－12月2日 

税　金　で自　分　の　町　を　　住　み　よ　く　し　よ　う
3年　有　言　洋　子

「
老
人
′
農
園
」

い
も
柳
窪
園
児
は
開
放

秋
晴
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
1
0
月
2
2
日

遠
賀
町
老
人
農
園
（
鬼
津
老
人
ク
ラ
ブ

に
て
密
逗
運
営
）
に
お
い
て
、
鬼
津
老

人
ク
ラ
ブ
の
招
待
で
遠
賀
中
英
幼
稚
園

・
山
び
こ
保
育
園
の
園
児
選
が
大
害
び

び
で
い
も
掘
り
を
し
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

感
謝
し
、
自
然
に
親
し
み
、
園
児
達
の

得
た
も
の
は
こ
と
ば
に
は
か
え
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
朝
夕

一
段
と
寒
さ
が

さ

び

し

く

な

り
、
空
気
は
乾

燥
し
、
風
も
強

く
、
い
わ
ば
火

災
シ
ー
ズ
ン
の

「
本
番
」
と
も

い
え
ろ
「
危
険

な
季
節
」
に
入

．
り
ま
し
た
。

今
回
の
火
災

予
防
運
動
は
、

「
火
の
用
心

心
で
用
心
　
田

で
用
心
」
を
疏

一
棟
語
と
し
、

火
災
多
発
期
を

迎
え
る
に
当
た

8

分

間

と

　

い

う

時

間

～
初
　
期
　
消
　
火
　
は

あ
　
な
　
た
　
の
　
義
　
務
～

二
九
番
を
回
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
消
防
車
は

飛
行
旗
の
よ
う
に
飛
ん
で

来
ま
せ
ん
。
お
り
か
ら
の

交
通
渋
滞
な
ど
で
早
く
て

7
分
、
少
し
状
況
が
わ
る

い
と
1
0
分
ぐ
ら
い
は
か
か

り
ま
す
。
一
一
九
番
で
通

報
し
て
消
防
車
が
現
場
に

着
い
て
水
を
出
す
ま
で
に

平
均
8
分
ぐ
ら
い
の
時
間

が
必
要
で
す
。

り
、
住
民
一
人

一
人
の
防
火
憩
誠
の
向
上
を
図
り
火
災

に
よ
る
人
命
及
び
財
産
の
損
失
を
防
止

す
る
疎
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

役
場
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

こ
の
期
間
中
、
7

時
と
2
0
時
の
2
回
に

わ
た
り
、
役
場
の
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
を
各
一

分
間
づ
つ
行
い
ま
す

ま
た
、
郡
内
消
防

間
に
ょ
る
防
火
パ
レ

ー
ド
を
日
月
2
8
日
（
日
）
に
行
い
ま
す

パ
レ
ー
ド
巡
回
コ
ー
ス
は
、
芦
屋
町
－

水
巻
町
－
遠
賀
町
（
1
3
時
～
1
4
時
頃
）

－
岡
垣
町
の
頓
に
行
い
ま
す
。

口
消
防
車
か
ら
水
が
出
る
ま
で

▽
火
災
の
発
見
（
2
分
）

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

り
、
な
に
か
の
原
因
で
火
が
出
る
と
、

い
ち
ど
は
消
そ
う
と
し
ま
す
が
、
…
・

…
火
災
と
知
ら
せ
る
ま
で

▽
二
九
番
の
通
報
（
5
0
秒
）

ど
こ
が
火
郭
だ
と
知
ら
せ
る
ま
で
、

た
だ
「
火
疎
だ
か
ら
き
て
く
れ
」
な
ど

通
報
要
領
が
悪
い
と
、
も
っ
と
時
間
が

か
か
る
。

▽
消
防
車
が
消
防
蜜
を
出
ろ
（
0
0
砂
）

火
災
放
送
で
指
令
さ
れ
、
郵
務
を
と

っ
て
い
る
職
員
が
消
防
車
に
の
り
車
厨

を
出
る
ま
で
。

▽
現
場
に
到
着
（
3
分
）

約
1
キ
ロ
走
る
と
し
て
、
道
路
が
混

雑
し
て
い
る
の
で
こ
れ
ぐ
ら
い
か
か
る

▽
ホ
ー
ス
を
の
は
す
（
1
分
0
0
秒
）

消
火
栓
に
つ
い
て
ホ
ー
ス
を
お
ろ
し

火
災
の
と
こ
ろ
ま
で
抑
メ
ー
ト
ル
あ
る

と
す
る
と
五
本
の
は
す
。

▽
放
水
（
3
5
秒
）

水
は
2
0
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ス
一
本
で

1
秒
ぐ
ら
い
、
1
叩
メ
ー
ト
ル
で
3
5
秒

管
内
火
災
・
救
急
件
数

9
月
か
ら
1
0
月
ま
で
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社　会税　金　で　つ　く　ろ　う　　み　ん　な　の　明　る

3年　柴　田　直　美

「
I
I
十
一

秋
　
　
風
　
　
の
　
　
野
　
　
暮

（
版
画
　
片
山
正
信
）

家
柄
で
、
南
朝
の
忠
臣
新
田
義
貞
や
楠
正
成
な
ど
と
と
も
に
活
躍
し
た
多
く
の
さ
む
ら
い

の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
（
寂
山
）
菊
池
武
重
は
売
払
三
年
ご
ろ
か
ら
京
都
に
の
は
り
、
新
政
府
の
恩
賞

に
よ
り
肥
後
守
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
足
利
尊
氏
の
軍
と
箱
根
山
で
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
軍
で
有
名
な
「
菊
池

千
本
槍
」
と
よ
く
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

千
本
槍
と
は
、
小
刀
な
ど
を
青
竹
の
先
に
む
す
ぴ
つ
け
て
作
っ
た
槍
を
か
ざ
し
て
、
一

気
に
せ
め
寄
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
槍
ふ
す
ま
の
た
め
敵
は
撤
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

黄
金
色
に
実
っ
た
稲
も
刈
り
取
ら
れ
て
、
一
面
の
田

圃
に
吹
く
風
も
何
と
な
く
つ
め
た
さ
を
感
じ
る
こ
ろ
、

道
は
た
の
革
も
黄
色
か
ら
赤
い
色
に
変
っ
て
く
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
あ
の
野
暮

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

何
時
、
誰
が
建
て
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
だ
け

で
、
特
に
と
り
た
て
る
だ
け
の
「
い
い
つ
た
え
」
で
も

な
い
が
、
永
い
間
、
捨
て
ら
れ
も
せ
ず
立
ち
つ
づ
け
て

い
る
こ
と
は
、
言
葉
で
は
な
く
人
々
の
心
か
ら
心
へ
受

け
継
が
れ
、
ま
た
今
後
も
つ
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ

う
人
の
心
で
あ
り
ま
す
。

此
処
で
な
く
な
っ
た
人
の
心
情
を
あ
わ
れ
む
心
と
、

そ
れ
を
大
切
に
す
る
心
と
の
ふ
れ
合
い
が
そ
う
さ
せ
る

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

菊
池
肥
後
守
武
重
臣
村
上
基

た
だ
こ
れ
だ
け
の
文
字
が
あ
る
だ
け
で
す
が
、
人
々

は
武
重
と
い
う
武
将
の
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
情
緒
の
糸
を
ひ
も
と
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

九
州
の
菊
池
氏
と
い
え
ば
、
元
冠
の
こ
ろ
か
ら
、
南
北
朝
時
代
へ
か
け
て
令
名
を
は
ぜ
た

槍
は
千
本
槍
箱
根
の
山
に

は
ま
れ
　
は
ま
れ
末
代
　
菊
池
武
士

と
歌
い
つ
が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
頃
、
九
州
で
は
宮
方
（
南
朝
）
に
従
く
も
の
と

武
家
方
（
北
朝
）
に
つ
く
も
の
の
争
い
が
は
げ
し
く
な

り
、
た
ま
た
ま
京
都
で
囚
わ
れ
て
い
た
武
重
で
し
た
が

響
間
を
ぬ
け
て
、
本
国
へ
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。

帰
り
途
は
、
瀬
肩
肉
か
ら
船
で
芦
屋
の
浦
に
あ
が
り

宗
像
を
通
っ
て
ゆ
く
の
が
当
時
の
通
路
で
し
た
。

こ
こ
で
傷
つ
い
た
兵
の
一
人
を
、
心
な
く
も
残
し
て

進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
た
。

戦
国
の
世
の
常
で
あ
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
淋
し
い
こ
と
で
あ
り
、
悲
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
知
る
の
は
こ
の
秋
風
の
墓
標
だ
け
で
あ
り
ま

し
よ
ー
つ
。

（
こ
の
基
は
尾
崎
区
自
軍
に
あ
り
ま
す
）

（
間
谷
　
高
）



第302号（9）広田西の餅

▽　　　　▽　　▽　▽　▽　　▽　◎　▽　　▽　▽　▽　▽　◎

科　　　　内　　持　対∴現　　時　期　科　　内　対　場　時　期
参　象　　　　　　　　　　　　　　象

金　　　　容　　品　者　新　　聞　日　金　　容　番　所　関　目

木守1214番地の4

小西佑佳理ちゃん

（悪筆さんの長女）
昭和56年11月20日生

私いたずらが大好き。
だから私の護だれも女の子
扱いしてくれないの。お兄

ちゃんより蒸そうみたいだ

って。只今毎日アンヨの練

習中。お外に行きたくてう

ずうずしているのo

新町（広漠1759番地の1）

太田　摸書くん

（藩慧さんの瑚）
昭和57年1月28日生

パパの小さな頃の写真を

見たら、ボクとソックリな

んだ。そして、元気なとこ

ろもソックリなんたって。

うまくないけど、1人で2
－3歩歩けろし、階段だっ

て1－2段のぼるんだヨ。

税金は　ち　ゃ　んと納めて　豊かなな　く　ら　し
2年　中　村　恵　美

値
晒
鰹
僻
簡
蛙
の
無
常
U
謬

乳
ガ
　
ン
検
診

▽
期
　
日
　
日
月
1
7
日
（
水
）

（
〈

n
月
1
6
日
（
火
）

1
3
時
5
0
分
－
1
5
時

中
央
公
民
館

妊
産
婦

離
乳
食
料
理
実
習

家
族
計
画

無
料

Ⅱ
月
2
4
日
（
水
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
申
込
先

∇
定
　
員

▽
料
　
金

受
付
　
1
3
時
－
上
嶋
時
5
0
分

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

町
内
在
住
の
婦
人

保
健
衛
生
係
（
記
話
で
可

）
日
月
1
0
日
か
ら

五
十
名
で
締
切

無
料

膀
胱
炎
に
　
つ
　
い
　
て

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

一
、
今
回
は
拐
胱
炎
に
つ
い
て
お
結
く

だ
さ
い
。

婦
人
科
の
統
計
に
よ
る
と
排
尿
蒲
と

腰
痛
と
措
下
と
が
一
番
多
い
症
状
で

す
。
今
日
は
排
尿
痛
を
お
こ
す
膀
胱
炎

に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
勝
胱
炎
の
憧
状
は
ど
ん
な
で
す
か

普
通
一
般
に
尿
意
頻
数
、
排
尿
箔
、

残
尿
感
が
一
緒
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

ひ
ど
い
時
は
血
尿
、
悪
感
、
腰
痛
を

伴
う
時
が
あ
り
、
女
性
と
し
て
は
耐
え

が
た
い
苦
粕
で
す
。

三
、
筋
胱
炎
の
原
因
は
な
ん
で
す
か
。

尿
道
を
経
て
く
る
細
菌
感
染
に
よ
る

こ
と
が
多
く
、
特
に
女
性
の
人
に
よ
く

見
ら
れ
、
男
性
で
は
め
っ
た
に
お
こ
り

ま
せ
ん
。

俗
に
は
膀
胱
炎
は
牲
病
に
よ
っ
て
お

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性

の
場
合
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
、

女
怪
の
場
合
は
非
常
に
少
な
い
ん
で

す
。
女
蛙
の
尿
道
は
短
い
た
め
に
不
潔

な
物
が
入
り
や
す
く
、
炎
症
を
お
こ
し

や
す
い
の
で
す
。

四
、
筋
腸
炎
の
予
防
は
ど
う
し
た
ち
ょ

い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
女
性
の
下
前
に
は
合
成
繊
細
の

も
の
が
多
く
、
密
着
し
て
湿
度
が
轟
く

な
り
、
不
潔
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
男
牧
に
よ
る
性
戯
飢
餓

が
行
わ
れ
る
醇
も
多
く
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
一
周
女
蛙
の
抵
抗
が
弱
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
下
着
の
清
潔
、
品
質
を

よ
く
考
え
て
身
に
つ
け
る
謡
と
、
節
度

あ
る
夫
婦
生
活
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

五
、
治
療
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

うか。急
性
膀
胱
炎
の
と
き
は
、
安
静
を
と

ら
せ
、
膀
胱
部
、
会
陰
部
を
暖
め
る
熱

坐
浴
が
よ
ろ
し
い
で
す
。
食
謡
に
つ
い

て
は
、
刺
激
怪
の
も
の
や
脂
肪
を
避
け

て
、
消
化
の
よ
い
も
の
を
食
べ
、
便
秘

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

ー
つ
○

炎
症
そ
の
も
の
は
抗
生
物
質
の
投
与

で
た
い
て
い
が
治
り
ま
す
が
、
そ
の
原

因
を
調
べ
る
た
め
に
詳
し
い
検
査
が
必

要
で
す
。

素
人
治
接
は
い
け
ま
せ
ん
。
病
状
が

出
た
ら
す
ぐ
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ

さい。



第302号　　　　　　　　　　　　　　僅⑱西の彿（10）

明　る　い　納　税
書　ニ

み　ん　な　進　ん　で
2年　森

准
看
護
学
生
募
集

▽
頓
薗
受
付

▽
入
学
試
験

ろ
に
適
す
る
者

昭
和
5
0
年
1
月
7
日
～

2
月
5
日
鳩
時
ま
で

昭
和
駒
年
2
月
7
日
筆

記
試
験
（
国
語
・
社
会

・
作
文
）
2
月
8
日
面

接
・
身
体
検
査

▽
募
集
人
員

▽
修
業
年
限

▽
入
学
資
格

三
十
名

二
年
間

o
中
卒
以
上
の
学
歴
の

者
o
心
身
と
も
に
健
康
で

将
来
准
看
憩
婦
と
な

▽
合
格
発
表
　
昭
和
5
8
年
2
月
1
4
日

合
格
者
は
原
則
と
し
て
医
頼
機
関
に

就
職
し
、
看
護
助
手
と
し
て
飼
さ
な
が

ら
通
学
し
ま
す
。
家
庭
の
主
婦
で
意
欲

の
あ
る
人
（
た
だ
し
、
家
事
、
育
児
に
煩

わ
さ
れ
な
い
人
）
も
進
ん
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
中
間

医
師
会
看
護
南
等
専
修
学
校
∴
遠
賀
郡

水
巻
町
下
二
　
㊨
（
2
0
1
）
3
4
6

3
へ
ど
う
ぞ
。

…

無

縁

墳

墓

の

改

葬

…

r
I
、
、
、
、
、
－
－
、
、
、
、
．
－
－
、
、
．
、
．
I
I
．
、
、
、
、
I
I
、
、
、
、
、
－
】

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
福
岡
市
西
区
大
字
姪
浜
2

3
4
5
番
1
の
2

▽
屈
出
先
　
福
岡
市
役
所
衛
生
局
衛
生

部
環
境
衛
生
課
　
㊧
0
9

2

（

7

1

1

）

4

2

7

3

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
7
年
日
月
1
5
日

◎
所
在
地
　
佐
賀
県
藤
津
郡
嬉
野
町
大

及
び
名
　
字
下
宿
字
一
本
松
申
2
1

称
　
　
　
2
1
、
2
7
9
1
好
松
墓

地
　
　
三
本
松
甲
3
1
3

7
膜
の
巣
基
地

▽
届
出
先
　
嬉
野
町
役
場
都
市
計
画
室

館

0

9

5

4

4

（

3

）

1

1
1
1
内
線
2
0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
8
日

応
急
手
当
の
知
識
⑤

け
い
れ
ん

け
い
れ
ん
と
は
、
自
分
の
意
志
と

は
関
係
な
し
に
筋
肉
が
縮
ん
で
し
ま

う
こ
と
。
疲
れ
て
い
る
と
き
、
ま
ぶ

た
が
ヒ
ク
ヒ
ク
動
く
の
や
、
ふ
く
ら

は
ぎ
が
つ
っ
て
し
ま
う
「
こ
む
ら
返

り
」
は
比
較
的
軽
い
け
い
れ
ん
で
す
。

こ
の
け
い
れ
ん
が
全
身
に
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
て
ん
か
ん
の
発

作
や
、
幼
児
に
み
ら
れ
る
，
ひ
き
つ

け
〟
が
そ
れ
で
す
。

全
身
に
け
い
れ
ん
が
起
こ
る
と
、

無
憲
強
の
う
ち
に
体
を
周
囲
に
ぶ
つ

け
、
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
全
な
場
所
に
患
者
を
横
た
え
、
け

い
れ
ん
の
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
す
。

そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
手
当
て
は
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す。
∧
け
い
れ
ん
の
応
急
手
当
＞

⑪
ネ
ク
タ
イ
、
ベ
ル
ト
な
ど
を
緩

め
呼
吸
を
楽
に
す
る

③
嘔
吐
の
あ
る
と
き
は
、
顔
を
横

に
向
け
て
吐
き
や
す
く
す
る

以
上
の
処
置
を
行
い
、
け
い
れ
ん

の
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
す
が
、
後
で

医
師
に
説
明
が
で
き
る
よ
う
、
け
い

れ
ん
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
っ
た
か
、
そ
の

時
の
目
や
手
、
足
な
ど
の
状
態
を
よ

く
観
察
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＜
原
因
を
つ
き
と
め
る
の
が
大
切
∨

け
い
れ
ん
は
、
て
ん
か
ん
や
脳
腫

寝
、
脳
出
血
な
ど
脳
の
病
気
、
ま
た

尿
蓮
症
、
狂
犬
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
な
ど
で
も
起
こ
り
ま
す
。

一
回
の
け
い
れ
ん
で
死
に
至
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
繰
り

返
し
起
こ
る
と
脳
に
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
け
い
れ
ん
が
起
こ
っ
た
ら
必

ず
医
師
の
診
断
を
受
け
、
原
因
を
つ

き
と
め
て
お
さ
ま
し
ょ
え
ノ
。

ま
た
、
幼
児
で
は
発
熱
に
よ
っ
て

全
身
的
な
け
い
れ
ん
、
い
わ
ゆ
る
，

ひ
き
つ
け
〟
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ます。か
わ
い
い
子
供
が
全
身
を
こ
わ
ば

ら
せ
て
い
る
と
き
に
、
あ
わ
て
る
な

と
い
う
の
は
少
し
無
理
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
落
ち
蕃
い
て
手
当
て
を
し

医
師
の
到
着
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
こ

の
と
き
、
大
声
で
名
前
を
呼
ん
だ

り
、
体
を
ゆ
す
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

こ
む
ら
返
り

運
動
し
て
い
る
と
き
起

こ
る
け
い
れ
ん
は
、
筋
肉

の
使
い
過
ぎ
が
原
因
で
、

体
の
疲
労
や
寒
さ
が
き
っ

か
け
で
起
き
ま
す
。

こ
む
ら
返
り
が
起
こ
っ

た
ら
、
足
を
伸
ば
し
、
親

指
を
つ
か
ん
で
そ
ら
せ
る

動
作
を
く
り
返
し
た
り
、

軽
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い

ま
す
。
全
体
を
温
た
め
て

行
う
の
か
効
果
的
で
す
。



第302号（11）　℡⑯西の釘

き　っ　ち　り　と　期限を守　り納めよう　国民の義務
3年　末　吉　明　美

ど
ん
な
症
状
が
現
れ
る
か

わ
が
国
の
婚
尻
癖
患
者
は
徐
々
に
増
加
し
っ
つ
る
り
、
現
在
、
二
百
万

人
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
中
高
年
者
ば
か
り
で
な

く
、
い
ま
で
は
子
供
や
若
い
人
た
ち
に
も
増
加
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
日

月
9
日
か
ら
1
5
日
は
「
糖
尿
病
週
間
」
で
す
。
病
気
の
予
防
は
、
ま
す
病

気
そ
の
も
の
を
知
る
こ
と
か
ら
　
－
清
風
病
を
正
し
く
理
解
し
て
、
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

㌃
糖
尿
病
と
は

体
の
働
き
を
保
つ
た
め
、
わ
た
し

た
ち
は
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
栄
護
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
肉
や
魚
の
タ
ン
パ
ク
質
で
血
と

肉
を
つ
く
る
、
米
や
パ
ン
に
含
ま
れ

る
糖
質
か
ら
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
涙
を
得
る
、
と
い
う
具
合
に
・
。

糖
尿
病
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
糖
質
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
病
で
す
。

糖
質
は
、
胃
や
陽
で
ブ
ド
ウ
糖
に

分
解
さ
れ
た
後
、
一
度
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
と
い
う
物
質
に
な
っ
て
肝
臓
に
蓄

え
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
、
ブ
ド
ウ

鰭
に
分
解
さ
れ
血
液
に
混
ざ
っ
て
体

の
す
み
す
み
に
迎
ば
れ
ま
す
。
ス
イ

臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
以
上
の
い
ろ
い

ろ
な
段
階
で
大
切
な
役
割
を
果
た
し

ます。

糖
尿
病
は
、
こ
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

が
不
足
し
て
起
こ
り
ま
す
。

∧
糖
が
尿
に
出
な
い
こ
と
も
あ
る
∨

糖
尿
病
に
か
か
る
と
、
糖
質
を
必

要
に
応
じ
て
普
請
し
た
り
、
分
解
し

た
り
、
体
の
す
み
す
み
に
運
ぶ
こ
と

が
十
分
に
は
で
き
な
く
な
る
た
め
、

血
液
中
に
含
ま
れ
る
糖
（
血
糖
）
の

盤
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
糖
は
ジ

ン
臓
の
〟
ふ
る
い
〟
を
抜
け
て
尿
に

混
ざ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「

騎
尿
痛
」
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
ま

した。糎
尿
病
で
あ
る
か
な
い
か
の
判
定

は
、
ま
ず
尿
検
査
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
尿
か
ら
糖
が
検
出

さ
れ
て
も
糖
尿
病
と
言
え
な
い
場
合

が
あ
り
、
逆
に
糟
尿
病
に
か
か
っ
て

い
て
も
尿
の
巾
に
糖
が
出
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き
、
疲
労

感
な
ど
の
自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
、

血
液
中
の
塘
（
血
騎
）
の
検
査
も
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
か
か
る
と
次
の
よ
う
な

症
状
が
現
れ
ま
す
。

☆
体
重
の
増
減
　
い
ま
ま
で
や
せ

て
い
た
人
が
急
に
太
っ
た
り
、

逆
に
肥
満
ぎ
み
だ
っ
た
人
が
や

せ
た
り
す
る
。

☆
多
飲
・
多
食
　
の
ど
が
渇
い
て

水
や
お
茶
を
ガ
ブ
飲
み
す
る
よ

う
に
な
る
。
食
欲
が
異
常
に
高

ま
り
、
い
く
ら
食
べ
て
も
満
た

さ
れ
な
い
。

☆
多
尿
　
尿
の
丑
と
回
数
が
多
く

なる。

☆
皮
膚
の
変
化
　
何
も
で
き
て
い

な

い

の

に

カ

ユ

ミ

が

あ

っ

た

り
、
お
で
き
が
で
き
や
す
く
な

る。
☆
疲
労
惑
　
全
身
が
だ
る
く
薮
れ

や
す
い
。
開
田
の
疲
れ
が
と
れ

ない。

以
上
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
ら

早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

ーつo∧
怖
い
の
は
合
併
症
∨

糖
尿
病
自
体
は
、
正
し
い
治
敬
を

受
け
れ
ば
さ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
の
患
者
の

多
く
は
、
適
度
な
連
動
、
カ
ロ
リ
ー

を
調
整
し
た
食
導
撰
法
を
行
う
こ
と

で
、
薄
遇
の
人
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ

う
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
を
知
ら
ず
に
は
う

っ
て
お
い
た
り
、
糖
尿
病
で
あ
る
の

に
冷
淡
を
怠
っ
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
が
起
こ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
ジ
ン
慨
病

視
力
陣
蕾
、
神
経
障
害
な
ど
で
す
。

で
す
か
ら
、
糖
尿
病
は
早
期
に
発

見
し
、
す
ぐ
に
適
切
な
治
癒
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
4
0
蔵
を
超
え
た
ら
年
一
回

の
定
期
検
診
を
必
ず
受
け
、
異
常
が

見
つ
か
っ
た
ら
満
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

糖
尿
病
の
原
因
に
は
、
遺
伝
に
よ

る
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
と
、
後
天
的

な
影
謡
に
よ
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す

生
ま
れ
つ
き
ス
イ
臓
の
弱
い
人
が

肥
満
な
ど
の
後
天
的
な
理
由
か
ら
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
不
足
と
な
り
、
糖
尿
病

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
や
箱
神
的

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
き
、
尿
に

糖
の
出
る
こ
と
も
あ
り
、
神
経
系
統

も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

糖
尿
病
の
原
因
に
は
生
ま
れ
つ
き

の
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
〝
き
っ
か

け
〟
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
発
病
を
防

m
　
□
愈
一
関
　
◎

－
　
血
液
を
耳
た
ぶ
や
静
脈
か
ら

一
　
取
り
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い

…
る
ブ
ド
ウ
満
を
測
定
し
ま
す
。

ル
　
た
苦
、
軽
い
糖
尿
病
の
場
合

”
　
は
、
空
腹
時
の
血
漕
値
は
正
博

一
　
で
す
か
ら
、
必
ず
「
糖
質
負
荷

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
日
の
生
活

で
は
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

○
食
べ
過
ぎ
で
太
ら
な
い
よ
う
に

す
る

○
運
動
不
足
に
気
を
付
け
る

○
神
経
を
疲
れ
さ
せ
な
い

－
；
．
．
I
I
．
．
．
．
I
I
．
〝
．
．
I
i
．
〝
．
．
1
－
．
．
．
．
－
　
－
．
一

鍾
「
霞
□
　
m

試
験
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
　
～

ま

せ

ん

。

　

　

　

　

　

　

〟

糖
質
負
荷
試
験
は
、
ブ
ド
ウ
　
柄

糖
を
飲
み
、
そ
の
後
一
定
時
間
　
〟

ご
と
に
血
糖
の
濃
度
や
、
そ
の
”

推
移
を
調
べ
る
も
の
で
す
0
　
－
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11月下期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行諺内容　車間匡会場I過当課名 �����目的及び主な対象等i詳細 

10水 （∴（ 16火 ��乳ガン検診申込受串：30－17：00 ���役場保健衛 生係窓口 �住　民　課 �申込みは鰯で可019ページ 

16 �火 �定例農薬委員車：30 ���籍会纏i産∴菜課 ��各農業委員 � 
妊　　婦　　相　　談 ��13‥30－15中央公輔車民諜 ��� �9ページ 

17 �水 �婦　　人　　学　　級 ��9：30－i中央公輔車会輔諌 ��� � 
乳　が　ン　検　診 ��13：0…5車央公民車民課 ���幸一ジ 

婦人スポーツ教室 ��13：30－　摩竺育 ��社会教育課 �町醒婦人　l 

体　育　部　長　会　議 ��19：30－ �中央公鵡i祉竺育課 ��各地区体育醸　！ 

17 ！ 19 �封昭和57年全掴物価統計調査　匿売店 �����産　業　課 �御朗をお願いしますo幸一ジ 

18 �木 �蕃　大　中00一　世公民年会教育課 �����寿大学生 � 

紺 ��三種混合予防接種申込 受付 �� �饗画住民課 �� � 
1車 ��国民年金相談所 ��llO：00－16車央公職 ��福祉課匡軽に御相談く柚。 ��3ページ 

曲 甫 ��昭和57年度 少年武道大会 �柔　道 � ���一湖上 

空　手 

剣　道 

第17回　遠 �賀郡座業祭　＿脚晒学校＿　干‘； 

妊　　婦　　相　　談 ��9：30i役場保健室 ��住　民　課 �妊輔弼輔　車＝ 

婦人スポーツ教室車一　層竺育上会教育課 �����町内軸人　I 

： ��心　配∴ご　と　相　談 ��13‥00－16：生民館別館 ��福∴枇∴課 �相談内容は⑭で料金無料で � 
三種混合予防援種 ��13世14中央公蟻 ��住民年後24－48カ月児i 

2車 ��キ　ッ　チ　ン　カ　ー ��：∴「∴∴ ��住　民　課 �∴：「∴∴十 

押 ��縮7回遠賀町文化祭i中央公民館 ����社会教軸虐雛議這般の展 ��3ページ 

グ大会 ��隼30‾ �鰯小繰上会醐「 ��町内在住の親子 �4ページ 

郡内四町∴防火パレード　車中鵬翻車聖鷺韓1鰯I 

税　金　で　み　ん　な　の　た　め　の　国　づ　く　り

3年　酒　井　千代子


